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同
格
連
体
節
あ
る
い
は
引
用
節
を
含
む
文
の
テ
ン
ス

一
一
七

は
じ
め
に

同
格
連
体
節
を
含
む
文
に
つ
い
て
は
、
同
一
名
詞
連
体
節
を
含
む
文
と
の
違
い

を
議
論
し
た
岩
崎
（
一
九
九
八
・
四
）
な
ど
が
見
出
さ
れ
る
が
、
ど
う
し
て
こ
こ

で
は
連
体
節
を
含
む
文
同
士
で
な
く
、
同
格
連
体
節
を
含
む
文
と
引
用
節
を
含
む

文
と
を
ま
と
め
て
論
じ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
連
体
の
あ
り
か
た

そ
の
も
の
を
問
題
に
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
同
格
連
体
と
同
一
名
詞
連
体
と
を
比
較

す
る
こ
と
は
有
益
で
あ
る
に
違
い
な
い
が
、
複
文
全
体
を
検
討
し
よ
う
と
し
た
場

合
に
は
、
同
格
連
体
節
と
引
用
節
と
を
含
む
文
相
互
は
、
理
論
的
な
あ
り
方
が
非

常
に
近
い
構
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、（
１
）
ａ
・
ｂ
は
そ
れ
ぞ

れ
同
格
連
体
の
代
表
的
な
形
式
コ
ト
を
底
の
名
詞
と
す
る
文
と
、
引
用
節
を
表
わ

す
形
式
ト
を
用
い
た
文
で
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
違
い
は
認
め
ら
れ
な
い
。

（
１
）ａ　

太
郎
は
そ
の
事
件
の
犯
人
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。

　

ｂ　

太
郎
は
そ
の
事
件
の
犯
人
で
あ
る
と
認
め
た
。

こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
久
野
（
一
九
七
三
・
六
）
で
、〝
補
文
標
識
〟（
以
下
で

は
「
補
節
標
識
」
と
呼
ぶ
）
す
な
わ
ち
主
節
に
接
続
す
る
の
に
補
節
に
ど
の
よ
う

な
形
式
が
用
い
ら
れ
る
か
、
と
い
う
形
で
問
題
提
起
さ
れ
、
そ
こ
に
用
い
ら
れ
る

ト
・
ノ
ヲ
／
ガ
・
コ
ト
ヲ
／
ガ
の
使
い
分
け
の
議
論
と
し
て
、
数
十
本
に
及
ぶ
多

く
の
研
究
が
公
に
さ
れ
た
。
筆
者
は
そ
れ
ら
諸
説
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る

べ
き
で
あ
る
の
か
、
新
た
な
説
を
提
唱
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で

は
、
補
節
を
要
求
す
る
動
詞
を
主
節
に
持
つ
文
に
お
い
て
、
従
属
節
（
補
節
）
と

主
節
と
の
Φ
・
タ
の
あ
り
方
と
、
従
属
節
と
主
節
お
よ
び
発
話
時
と
の
時
間
関
係

と
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
、
か
つ
て
補
節
標
識
と
一
括
さ
れ
た
ト
・
ノ
ヲ
／
ガ
・
コ
ト
ヲ
／
ガ
を
、

日
本
語
の
構
文
規
則
に
則
し
て
、
ト
は
引
用
格
助
詞
、
ノ
・
コ
ト
は
形
式
名
詞
（
ノ

は
歴
史
的
に
は
準
体
格
助
詞
で
は
あ
る
が
、
現
代
語
と
し
て
は
形
式
名
詞
と
扱
う

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
）
に
還
元
し
て
、
改
め
て
検
討
し
直
し
て
み
た
い
。

１　

同
格
連
体
節
と
引
用
節
を
含
む
文
の
テ
ン
ス
の
特
徴

同
格
連
体
節
を
含
む
文
の
中
に
は
、
名
詞
述
語
文
、
形
容
詞
述
語
文
が
見
出
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
は
従
属
節
と
主
節
と
の
時
間
関
係
を
論
じ
る
場
合
に
問
題
に
な
る

こ
と
は
少
な
い
と
み
て
、
こ
こ
で
は
問
題
に
し
な
い
。

（
２
）ａ　

肌
が
荒
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ビ
タ
ミ
ン
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
だ
。

　
　

ｂ　

花
子
が
授
業
に
遅
刻
す
る
こ
と
は
珍
し
い
。

同
格
連
体
節
あ
る
い
は
引
用
節
を
含
む
文
の
テ
ン
ス井　

島　

正　

博
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ま
た
、
動
詞
述
語
文
の
場
合
で
も
、
従
属
節
（
補
節
）
が
非
時
間
的
な
事
態
で

あ
る
場
合
も
、
主
節
と
の
時
間
関
係
は
問
題
に
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
で

は
考
察
の
対
象
と
は
し
な
い
。

（
３
）ａ　

水
がH

2 O

で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

　
　

ｂ　

太
郎
に
妹
が
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

要
す
る
に
、
こ
こ
で
問
題
に
す
る
の
は
、
従
属
節
、
主
節
と
も
に
時
間
的
な
位

置
付
け
が
な
さ
れ
る
文
で
あ
る
。

動
詞
述
語
文
中
に
同
格
連
体
節
な
い
し
引
用
節
が
用
い
ら
れ
る
場
合
に
は
、
主

節
の
動
詞
は
出
来
事
を
項
と
し
て
と
る
も
の
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

ら
の
動
詞
を
形
態
的
に
は
「
引
用
動
詞
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
本

稿
で
は
そ
の
機
能
を
問
題
に
す
る
の
で
「
認
識
動
詞
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
た

だ
し
、
こ
こ
に
発
話
や
言
語
行
為
に
関
す
る
も
の
も
含
め
る
た
め
に
、
若
干
広
義

に
了
解
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
認
識
動
詞
と
呼
ぶ
も
の
は
、
お
よ
そ
以
下
の

よ
う
な
動
詞
で
あ
る
。
た
だ
し
全
体
像
を
お
よ
そ
示
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
網
羅

し
た
も
の
で
は
な
い
。

認
識
動
詞

・
思
考
動
詞
…
…

思
う
・
考
え
る
・
覚
え
る
・
記
憶
す
る
・
知
る
・
予
想
す
る
・

予
定
す
る
・
思
い
出
す
・
振
り
返
る
／
忘
れ
る
・
失
念
す
る

・
発
話
動
詞
…
…
言
う
・
語
る
・
述
べ
る
・
伝
え
る
／
聞
く
１

・
書
記
動
詞
…
…
書
く
・
読
む
・
記
述
す
る
・
記
す
／
読
む
・
読
解
す
る

・
議
論
動
詞
…
…

論
じ
る
・
検
討
す
る
・
同
意
す
る
・
賛
成
す
る
・
賛
同
す
る
／

反
対
す
る
・
反
論
す
る

・
判
断
動
詞
…
…
認
め
る
・
肯
定
す
る
／
否
定
す
る
・
拒
否
す
る

・
明
示
動
詞
…
…

明
ら
か
に
す
る
・
明
示
す
る
・
露
見
す
る
／
隠
す
・
秘
密
に
す

る

・
教
授
動
詞
…
…
教
え
る
・
伝
え
る
／
教
わ
る
・
学
ぶ
・
習
う

・
理
解
動
詞
…
…
わ
か
る
・
理
解
す
る
・
了
解
す
る

・
知
覚
動
詞
…
…
見
る
・
見
え
る
・
聞
く
２
・
聞
こ
え
る
・
感
じ
る

・
言
語
行
為
動
詞

…
…
命
じ
る
・
命
令
す
る
・
頼
む
・
依
頼
す
る
・
願
う
／
尋
ね

る
・
聞
く
３
・
伺
う

・
情
意
動
詞
…
…
喜
ぶ
・
悲
し
む
・
驚
く
（
ニ
格
）

連
体
節
を
含
む
文
の
分
析
に
関
し
て
は
、
そ
も
そ
も
複
文
全
体
の
テ
ン
ス
を
論

じ
た
井
島
（
二
〇
一
九
・
三
）
に
お
い
て
、〝
視
点
の
原
理
〟
を
批
判
的
に
検
討

す
る
に
あ
た
っ
て
同
一
名
詞
連
体
節
を
含
む
文
を
用
い
た
。
さ
ら
に
同
一
名
詞
連

体
節
を
含
む
文
が
持
つ
意
味
的
な
使
い
分
け
に
つ
い
て
井
島
（
二
〇
二
一
・
三
）

で
究
明
し
た
。
し
か
る
に
、
連
体
節
に
は
同
一
名
詞
連
体
節
や
同
格
連
体
節
以
外

に
も
い
く
つ
か
の
類
型
が
見
出
さ
れ
る
。
相
対
連
体
節
や
主
要
部
内
在
型
関
係
節

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
多
く
用
い
ら
れ
る
二
つ
の
連
体
節
に
限
っ
て
議
論
し
た
い
。

こ
の
中
に
は
、
主
節
内
容
、
そ
の
中
で
も
特
に
動
詞
に
よ
っ
て
同
格
連
体
節
が

テ
ン
ス
的
に
制
約
を
受
け
る
も
の
も
あ
る
。

・
未
来
事
態
専
門
動
詞
…
予
想
す
る
・
予
定
す
る

・
現
在
事
態
専
門
動
詞
…
見
え
る
・
聞
こ
え
る
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・
過
去
事
態
専
門
動
詞
…
思
い
出
す
・
振
り
返
る

・
テ
ン
ス
に
関
わ
ら
な
い
動
詞
…
思
う
・
言
う
・
聞
く

（
４
）ａ　

気
象
庁
は
今
後
一
週
間
雨
が
降
り
続
く
こ
と
を
予
想
し
た
。

　
　

ｂ　

グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
ボ
ー
ル
を
打
つ
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。

　
　
ｃ　

妻
を
亡
く
し
て
、
妻
と
過
ご
し
た
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
思
い
出
し
た
。

２　

同
格
連
体
節
を
含
む
文
の
テ
ン
ス

２
・
１　

同
格
連
体
節
を
含
む
文
の
テ
ン
ス
の
特
徴

同
格
連
体
節
と
は
、
底
の
名
詞
が
い
わ
ば
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
表
わ
し
、
そ
れ
に
対

す
る
連
体
節
は
そ
の
具
体
的
内
容
を
表
わ
す
と
い
っ
た
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ

り
、
同
一
名
詞
連
体
節
の
よ
う
に
底
の
名
詞
を
連
体
節
内
に
戻
す
こ
と
が
可
能
な

連
体
節
と
は
構
造
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

同
格
連
体
節
を
含
む
文
を
テ
ン
ス
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
み
る
と
、
前
節
で
見

た
動
詞
以
外
に
も
底
の
名
詞
に
よ
っ
て
テ
ン
ス
の
型
が
制
約
を
受
け
る
よ
う
で
あ

る
。
未
来
事
態
専
門
の
名
詞
、
現
在
事
態
専
門
の
名
詞
、
過
去
事
態
専
門
の
名
詞
、

お
よ
び
テ
ン
ス
に
関
わ
り
な
く
用
い
ら
れ
る
名
詞
が
見
出
さ
れ
る
。

・
未
来
事
態
専
門
名
詞
…
未
来
・
将
来
・
行
く
末
・
予
想
・
予
定
・
予
報

・
現
在
事
態
専
門
名
詞
…
音
・
声
・
響
き
・
さ
さ
や
き
・
様
子
・
状
況

・
過
去
事
態
専
門
名
詞
…
過
去
・
記
録
・
記
憶
・
思
い
出

・
テ
ン
ス
に
関
わ
ら
な
い
名
詞
…
こ
と
・
ニ
ュ
ー
ス
・
噂
・
話

た
と
え
ば
以
下
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

（
５
）ａ　

気
象
庁
は
今
後
一
週
間
雨
が
降
り
続
く
と
い
う
予
報
を
出
し
た
。

　
　

ｂ　

グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
ボ
ー
ル
を
打
つ
響
き
が
聞
こ
え
て
き
た
。

　
　
ｃ　

妻
を
亡
く
し
て
、
妻
と
過
ご
し
た
思
い
出
に
ひ
た
っ
た
。

こ
れ
ら
は
、「
予
報
」
で
あ
れ
ば
未
来
の
こ
と
、「
響
き
」
で
あ
れ
ば
現
在
の
こ

と
、「
思
い
出
」
で
あ
れ
ば
過
去
の
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
属
節
の
テ

ン
ス
も
そ
れ
に
準
じ
て
、
未
来
事
態
に
は
Φ
、
現
在
事
態
に
は
Φ
・
テ
イ
ル
、
過

去
事
態
に
は
タ
が
用
い
ら
れ
れ
る
。

た
だ
、
以
降
、
先
行
研
究
に
従
っ
て
、
テ
ン
ス
に
関
し
て
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
「
こ

と
」
を
底
の
名
詞
と
す
る
同
格
連
体
節
に
限
っ
て
検
討
す
る
。

２
・
２　

同
格
連
体
節
を
含
む
文
の
テ
ン
ス
の
分
布

三
原
（
一
九
九
一
・
三
、
九
二
・
一
一
）
に
お
い
て
は
、
タ
／
タ
・
Φ
／
Φ
の

従
属
節
は
絶
対
テ
ン
ス
、
タ
／
Φ
・
Φ
／
タ
の
従
属
節
は
相
対
テ
ン
ス
を
表
わ
す

と
論
じ
ら
れ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
岩
崎
（
一
九
九
八
・
四
）
で
は
、
同
一
名
詞
連
体
節
（
内
の

関
係
）
を
含
む
文
は
そ
の
規
定
に
従
う
が
、
同
格
連
体
節
（
外
の
関
係
）
を
含
む

文
で
は
タ
／
タ
の
場
合
に
は
従
属
節
は
相
対
テ
ン
ス
（
主
節
時
視
点
）
を
表
わ
す

点
が
異
な
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
ち
な
み
に
「
発
話
時
視
点
」
は
絶
対
テ
ン
ス

の
こ
と
）。
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内
の
関
係



外
の
関
係

従
属
節:

タ/

主
節:

タ

発
話
時
視
点

主
節
時
視
点

従
属
節:

ル/

主
節:

タ

主
節
時
視
点

主
節
時
視
点

従
属
節:
ル/

主
節:

ル

発
話
時
視
点

発
話
時
視
点

従
属
節:
タ/
主
節:

ル

主
節
時
視
点

主
節
時
視
点

同
一
名
詞
連
体
節
と
同
格
連
体
節
と
で
は
、
タ
／
タ
の
場
合
に
の
み
振
る
舞
い

が
異
な
る
こ
と
に
な
る
が
、
従
属
節
→
主
節
→
発
話
時
の
場
合
に
は
ど
ち
ら
も
許

容
さ
れ
る
。
し
か
る
に
、
以
下
の
よ
う
に
、
主
節
→
従
属
節
→
発
話
時
の
場
合
に

違
い
が
見
出
さ
れ
る
。

（
６
）ａ　

容
疑
者
は
、
翌
日
強
制
捜
査
が
｛
行
わ
れ
る
／
＊
行
わ
れ
た
｝
こ
と
を

捜
査
の
前
日
に
聞
い
た
（
ら
し
い
）。

　
　
ａ＇　

容
疑
者
は
、
翌
日
強
制
捜
査
を
｛
行
う
／
行
っ
た
｝
検
察
官
と
、
捜
査

の
前
日
に
会
っ
た
（
ら
し
い
）。

　
　

ｂ　

山
本
は
翌
日
｛
結
婚
す
る
／
＊
結
婚
し
た
｝
こ
と
を
、
結
婚
す
る
ま
で

ひ
た
隠
し
に
し
た
。

す
な
わ
ち
、
同
格
連
体
節
を
含
む
文
で
タ
／
タ
の
場
合
、
従
属
節
→
主
節
→
発

話
時
の
み
可
能
で
、
主
節
→
従
属
節
→
発
話
時
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
相

対
テ
ン
ス
と
解
釈
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
同
格
連
体
節
を
含
む
文
で
は
、
Φ
／
Φ
の
み
が
絶
対
テ
ン
ス
と
な
っ

て
い
る
が
、
以
下
の
よ
う
な
例
文
が
示
さ
れ
る
。

発
話
時
→
主
節
→
従
属
節

（
７
）　

二
年
後
日
本
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
日

本
の
景
気
回
復
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
だ
ろ
う
。

発
話
時
→
従
属
節
→
主
節

（
８
）ａ　

官
房
長
官
は
首
相
が
明
日
付
け
で
辞
任
す
る
こ
と
を
明
後
日
公
式
発
表

す
る
（
よ
う
で
す
）。

　
　

ｂ　

彼
は
来
月
結
婚
す
る
こ
と
を
、
結
婚
後
も
ひ
た
隠
し
に
す
る
だ
ろ
う
。

　
　
ｃ　

花
子
が
明
日
日
本
を
出
発
す
る
こ
と
を
、
太
郎
は
出
発
後
に
知
る
だ
ろ

う
。

こ
の
よ
う
に
、
発
話
時
→
主
節
→
従
属
節
、
発
話
時
→
従
属
節
→
主
節
の
両
方

の
文
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
岩
崎
（
一
九
九
八
・
四
）
で
は
、
Φ
／
Φ
を
絶

対
テ
ン
ス
と
位
置
付
け
て
い
る
。

大
島
（
二
〇
〇
三
・
一
〇
）
は
、
岩
崎
（
一
九
九
八
・
四
）
が
Φ
／
Φ
を
絶
対

テ
ン
ス
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
発
話
時
→
従
属
節
→
主
節
を

表
わ
す
以
下
の
文
が
不
自
然
と
な
る
と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
Φ
／
Φ
も
相
対

テ
ン
ス
で
あ
る
と
論
じ
る
。

（
９
）ａ

??
新
聞
は
、
小
川
議
員
が
二
時
間
後
に
逮
捕
さ
れ
る
こ
と
を
あ
さ
っ
て
報

道
す
る
ら
し
い
。

　
　

ｂ

??
官
房
長
官
は
首
相
が
数
分
後
に
辞
意
を
表
明
す
る
こ
と
を
あ
し
た
発
表

す
る
ら
し
い
。

　
　
ｃ

??
花
子
が
今
か
ら
三
十
分
後
の
飛
行
機
で
出
発
す
る
こ
と
を
、
太
郎
は
出

発
後
に
知
る
だ
ろ
う
。

こ
の
判
断
は
微
妙
で
あ
る
が
、
従
属
節
事
態
を
主
節
動
詞
「
報
道
す
る
」「
発
表

す
る
」「
知
る
」
の
認
識
内
容
で
あ
る
と
見
れ
ば
不
自
然
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
と
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連
体
節
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は
独
立
し
た
事
実
で
あ
る
と
見
れ
ば
許
容
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

他
方
で
、
発
話
時
→
主
節
→
従
属
節
を
表
わ
す
以
下
の
文
は
自
然
で
あ
る
こ
と

も
示
す
。

（
10
）　

新
聞
は
、
小
川
議
員
が
ま
も
な
く
逮
捕
さ
れ
る
こ
と
を
あ
さ
っ
て
報
道
す

る
ら
し
い
。

し
か
し
、
そ
う
な
る
と
す
べ
て
の
同
格
連
体
節
は
相
対
テ
ン
ス
を
表
わ
す
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
絶
対
テ
ン
ス
解
釈
が
可
能
な
場
合
は
な
い
の
だ
ろ

う
か
。
こ
こ
で
見
る
結
論
に
反
し
て
、
絶
対
テ
ン
ス
の
解
釈
が
可
能
な
場
合
は
決

し
て
珍
し
く
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
11
）ａ
・
ｂ
・
ｃ
・
ｄ
に
は
従
属
節
・

主
節
と
も
に
絶
対
時
制
名
詞
「
二
月
二
四
日
」
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、（
11
）

a’
・
b’
・
c’
・
d’
で
は
さ
ら
に
二
文
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
前
文
の
テ

ン
ス
の
用
い
方
と
、
複
文
の
従
属
節
の
テ
ン
ス
の
用
い
方
と
は
同
じ
で
あ
る
と

言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
単
文
の
テ
ン
ス
は
絶
対
テ
ン

ス
で
あ
る
が
、
複
文
の
従
属
節
の
テ
ン
ス
も
絶
対
テ
ン
ス
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
11
）ａ　

二
月
二
四
日
に
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
た
こ
と
は
、
二
五
日

に
世
界
中
で
報
道
さ
れ
た
。

　
　

a’　

二
月
二
四
日
に
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

二
五
日
に
世
界
中
で
報
道
さ
れ
た
。

　
　

ｂ　

二
月
二
四
日
に
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
す
る
こ
と
は
、
二
〇
日

に
世
界
中
で
報
道
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
　

b’　

二
月
二
四
日
に
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、

二
〇
日
に
世
界
中
で
報
道
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
　
ｃ　

二
月
二
四
日
に
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
た
こ
と
は
、
二
五
日

に
世
界
中
で
報
道
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
　

c’　

二
月
二
四
日
に
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

二
五
日
に
世
界
中
で
報
道
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
　

ｄ　

二
月
二
四
日
に
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
す
る
こ
と
は
、
二
〇
日

に
世
界
中
で
報
道
さ
れ
た
。

　
　

d’　

二
月
二
四
日
に
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、

二
〇
日
に
世
界
中
で
報
道
さ
れ
た
。

と
す
る
と
、
岩
崎
（
一
九
九
八
・
四
）
の
議
論
に
は
ど
こ
か
に
問
題
が
あ
る
こ

と
に
な
る
。

２
・
３　

同
格
連
体
節
を
含
む
文
の
テ
ン
ス
の
分
布
の
解
釈

と
こ
ろ
で
、
岩
崎
（
一
九
九
八
・
四
）
は
、
自
説
を
説
明
す
る
た
め
に
、
同
一

名
詞
連
体
節
を
含
む
文
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
性
質
を
示
し
た
。

①
外
の
関
係
の
連
体
修
飾
節
の
性
質

従
属
節
事
態
は
、
主
節
述
語
が
表
す
動
作
の
主
体
で
あ
る
認
識
者
に
よ
る
認

識
対
象
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
動
詞
述
語
文
で
あ
る
限
り
異
論
は
な
い
。
し
か
し
こ

こ
か
ら
、
②
を
結
論
付
け
る
の
に
は
飛
躍
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

②
従
属
節
事
態
が
主
節
述
語
の
認
識
対
象
で
あ
る
な
ら
ば
、
従
属
節
は
主
節
を
基
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一
二
二

準
と
す
る
相
対
テ
ン
ス
を
表
わ
す
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
若
干
古
い
議
論
で
は
あ
る
が
、
キ
パ
ル
ス
キ
ー
と

キ
パ
ル
ス
キ
ー
（
一
九
七
一
・
＊
）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
補
節
内
容
が
事
実
で
あ

る
「
叙
実
動
詞factiveverb

」（know
,regret

な
ど
）
と
非
事
実
で
あ
る
「
非

叙
実
動
詞non-factiveverb

」（think,believe

な
ど
）
と
を
区
別
し
、
そ
の
構

文
的
な
振
る
舞
い
の
違
い
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
こ
の
議
論
は
日
本
語
の
補

節
標
識
ト
、
コ
ト
ガ
／
ヲ
、
ノ
ガ
／
ヲ
の
用
法
差
の
議
論
に
引
き
継
が
れ
、
数
十

本
の
論
文
が
生
み
出
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
議
論
の
詳
細
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、

お
よ
そ
ト
は
非
叙
実
動
詞
に
、
コ
ト
ガ
／
ヲ
は
叙
実
動
詞
に
用
い
ら
れ
る
傾
向
は

見
出
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
コ
ト
に
同
格
連
体
し
た
節
は
、
原
則
と
し
て
〝
客
観

的
〟
な
事
実
を
表
わ
す
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
主
節
の
主
格
人
物
の
認
識
内
容
で

あ
る
と
と
も
に
、
外
部
の
人
物
、
と
り
わ
け
話
し
手
が
そ
の
内
容
に
介
入
す
る
余

地
を
残
す
こ
と
に
な
る
。
と
は
い
え
、
同
格
連
体
節
の
底
の
名
詞
に
は
、
単
に
主

節
の
主
格
人
物
の
認
識
の
み
を
表
わ
し
、
事
実
を
表
わ
す
も
の
で
は
な
い
も
の

（「
予
想
」「
疑
い
」「
希
望
」
な
ど
）
も
見
出
さ
れ
る
。

以
上
、
確
か
に
同
格
連
体
節
は
主
節
述
語
の
認
識
内
容
で
は
あ
る
が
、
ど
う
や

ら
主
節
の
主
格
人
物
以
外
、
な
か
で
も
話
し
手
の
介
入
を
許
す
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
原
則
と
し
て
、
従
属
節
は
絶
対
テ
ン
ス
の
解
釈
も
許
容
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
許
容
度
が
？
な
い
し
??
の
場
合
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
を
検
討
し
て

み
る
と
、
従
属
節
が
タ
の
例
で
は
、
○
で
あ
る
他
の
も
の
の
時
間
的
前
後
関
係
が

従
属
節
→
主
節
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
??
で
あ
る
も
の
の
み
が
主
節
→
従
属
節
で

あ
り
、
同
様
に
、
従
属
節
が
Φ
の
例
で
は
、
○
で
あ
る
他
の
も
の
の
時
間
的
前
後

関
係
が
主
節
→
従
属
節
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
？
で
あ
る
も
の
の
み
が
従
属
節
→

主
節
と
な
っ
て
い
る
。

タ
／
タ　

従
属
節
→
主
節
→
発
話
時
…
○

　
　
　
　

主
節
→
従
属
節
→
発
話
時
…
??

タ
／
Φ　

発
話
時
→
従
属
節
→
主
節
…
○

　
　
　
　

従
属
節
→
発
話
時
→
主
節
…
○

Φ
／
Φ　

発
話
時
→
従
属
節
→
主
節
…
？

　
　
　
　

発
話
時
→
主
節
→
従
属
節
…
○

Φ
／
タ　

主
節
→
従
属
節
→
発
話
時
…
○

　
　
　
　

主
節
→
発
話
時
→
従
属
節
…
○

こ
の
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
相
対
テ
ン
ス
と
は
、
従
属
節
が
タ
で
あ
れ
ば
従
属
節

→
主
節
を
表
わ
し
、
従
属
節
が
Φ
で
あ
れ
ば
主
節
→
従
属
節
を
表
わ
す
の
で
あ
る

か
ら
、
当
然
と
い
え
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
同
格
連
体
節
を
含
む
文

の
従
属
節
が
相
対
テ
ン
ス
を
表
わ
す
か
ら
こ
の
よ
う
な
許
容
度
の
分
布
を
示
す
、

と
い
う
の
は
論
理
の
逆
転
で
、
同
格
連
体
節
を
含
む
文
が
持
っ
て
い
る
特
徴
か

ら
、
結
果
と
し
て
従
属
節
が
相
対
テ
ン
ス
を
表
わ
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
、
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

実
は
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
岩
崎
（
一
九
九
八
・
四
）
の
説
明
と

大
き
く
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
同
格
連
体
節
を
含
む
文
は
、
名
詞
述
語
文
、
形

容
詞
述
語
文
な
ど
を
除
け
ば
、
お
よ
そ
認
識
動
詞
を
主
節
に
持
つ
動
詞
述
語
文
で
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あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
す
な
わ
ち
、
従
属
節
は
主
節
の
認
識
動
詞
の
補

節
と
し
て
、
認
識
動
詞
に
い
わ
ば
〝
従
属
し
た
〟
あ
る
い
は
〝
独
立
性
の
低
い
〟

節
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
テ
ン
ス
的
に
も
、
従
属
節
は
主
節
以
前
で
あ
る
の
か
、

以
後
で
あ
る
の
か
の
表
示
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
タ
・
Φ

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
敷
衍
す
れ
ば
、
た
と
え
ば
認
識
動

詞
「
聞
く
」
に
対
し
て
、「
友
達
が
遊
び
に
来
る
」
と
い
う
補
節
事
態
は
、
認
識

以
前
の
こ
と
で
あ
れ
ば
単
に
過
去
の
事
実
を
認
識
す
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
認
識
以

後
の
こ
と
で
あ
れ
ば
そ
れ
に
対
し
て
何
ら
か
の
対
応
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
認
識
行
為
と
認
識
事
態
と
の
時
間
的
前
後
関
係
は
、
受
容

の
仕
方
に
大
き
な
違
い
が
生
ず
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
違
い
が
、
従
属

節
（
補
節
）
の
タ
の
有
無
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
テ
ン
ス
的
に

は
相
対
テ
ン
ス
に
あ
た
る
が
、
絶
対
テ
ン
ス
で
も
齟
齬
が
な
け
れ
ば
用
い
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
、（
12
）ａ
の
「
一
昨
日
」「
昨
日
」
は
絶
対
時
制
名
詞
で
従
属
節
→

主
節
→
発
話
時
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
お
り
、（
12
）ｂ
の
「
明
日
」「
昨
日
」

も
絶
対
時
制
名
詞
で
主
節
→
発
話
時
→
従
属
節
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る

が
、
絶
対
時
制
名
詞
を
除
い
た
（
12
）a’
・
b’
で
も
そ
の
時
間
関
係
は
維
持
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、（
12
）a’
は
従
属
節
の
タ
が
従
属
節
→
主
節
を
表
わ
し
、

（
12
）b’
は
従
属
節
の
Φ
が
主
節
→
従
属
節
を
表
わ
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
す
な

わ
ち
従
属
節
の
Φ
・
タ
が
主
節
と
の
前
後
関
係
を
明
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
12
）ａ　

山
田
は
一
昨
日
田
中
と
会
っ
た
こ
と
を
昨
日
佐
藤
に
話
し
た
。

　
　

a’　

山
田
は
田
中
と
会
っ
た
こ
と
を
佐
藤
に
話
し
た
。

　
　

ｂ　

山
田
は
明
日
田
中
と
会
う
こ
と
を
昨
日
佐
藤
に
話
し
た
。

　
　

b’　

山
田
は
田
中
と
会
う
こ
と
を
佐
藤
に
話
し
た
。

そ
れ
で
は
ど
う
し
て
、
同
格
連
体
節
を
含
む
文
に
は
こ
の
よ
う
な
制
約
が
課
さ

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
複
文
の
テ
ン
ス
に
つ
い
て
論
じ
て
き

た
が
、〝
複
文
〟
と
言
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
性
格
が
異
な
る
。
従
属
節
と
主
節
と
言

う
分
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
文
も
同
一
名
詞
連
体
節
や
同
格
連
体
節
・
引
用
節

を
含
む
文
も
同
じ
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
補
節
・
主
節
と
言

う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
文
は
除
か
れ
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
補
節
も
、
名
詞

の
意
味
を
〝
補
う
〟
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
場
合
と
、
主
文
、
中
で
も
そ
こ

で
用
い
ら
れ
る
認
識
動
詞
の
意
味
を
〝
補
う
〟
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
場
合

と
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
同
格
連
体
節
を
含
む
文
は
そ
の
両
側
面
を
持
っ
て

い
る
（
図
表
一
）。

図
表
一

名
詞
の
意
味
を
補
う

認
識
動
詞
の
意
味
を
補
う

同
一
名
詞
連
体
節
を
含
む
文

○

×

同
格
連
体
節
を
含
む
文

○

○

引
用
節
を
含
む
文

×

○

条
件
節
を
含
む
文

×

×

さ
て
、
同
格
連
体
節
を
従
属
節
と
し
て
と
る
認
識
動
詞
文
は
、
以
下
の
よ
う
な

構
造
を
と
る
こ
と
に
な
る
（
図
表
二
）。
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表
二

す
な
わ
ち
、
従
属
節
は
認
識
動
詞
の
認
識
内
容
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で

主
節
の
統
制
下
に
あ
る
、
あ
る
い
は
従
属
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
は
非

叙
実
動
詞
で
あ
れ
ば
従
属
節
は
単
に
主
節
主
格
人
物
の
認
識
内
容
で
あ
っ
て
、
現

実
に
ど
う
で
あ
る
か
と
は
関
わ
り
が
な
い
。
ま
た
テ
ン
ス
に
つ
い
て
言
え
ば
、
従

属
節
の
テ
ン
ス
は
主
節
の
認
識
動
詞
の
表
わ
す
認
識
時
を
基
準
と
し
て
定
ま
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
主
節
以
前
で
あ
れ
ば
タ
、
以
後
で
あ
れ
ば

Φ
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る(
図
表
三
―
ａ
・
ｂ
）。

図表三

三―ａ　以前

三―ｂ　以後

た
だ
し
、
従
属
節
の
主
節
に
対
す
る
〝
従
属
度
〟
は
、
同
格
連
体
節
を
含
む
文

と
後
に
見
る
引
用
節
を
含
む
文
と
で
は
違
い
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
引
用
節

は
明
ら
か
に
主
節
の
認
識
動
詞
に
従
属
し
て
い
る
が
、
同
格
連
体
節
も
一
方
で
は

主
節
の
認
識
動
詞
に
従
属
し
て
い
る
も
の
の
、
他
方
で
は
場
合
に
よ
っ
て
、
主
節

の
認
識
動
詞
の
認
識
内
容
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
主
節
の
主
格
人
物
の
認
識
を
越

え
て
客
観
的
な
事
実
を
表
わ
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
岩
崎
（
一
九
九
八
・
四
）
で
は
、
タ
／
タ
で
主
節
→
従
属
節
→
発

話
時
を
表
わ
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、（
13
）ａ
・
ｂ
は
可
能

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
13
）ａ　



そ
の
日
首
相
は
ゆ
っ
く
り
と
一
日
を
過
ご
し
た
。
翌
日
ド
イ
ツ
が
ポ
ー

ラ
ン
ド
に
｛
侵
攻
す
る
／
侵
攻
し
た
｝
こ
と
を
、
そ
の
時
首
相
は
知
る
よ

し
も
な
か
っ
た
。

　
　

ｂ　

そ
の
占
い
師
は
、
二
月
二
四
日
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
｛
侵
攻
す
る

／
侵
攻
し
た
｝
こ
と
を
予
言
し
た
。

そ
れ
は
、
従
属
節
の
事
態
が
、
主
節
の
主
格
人
物
の
認
識
を
越
え
た
客
観
的

（
歴
史
的
）
事
実
で
あ
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
Φ
／
Φ
で
発
話
時
→
従
属
節
→
主
節
を
表
わ
す
場
合
、
先
に
見
た
よ
う

に
、
岩
崎
（
一
九
九
八
・
四
）
は
（
14
）ａ
～
ｃ
の
よ
う
に
、
自
然
で
あ
る
と
判

断
し
た
の
に
対
し
て
、
大
島
（
二
〇
〇
三
・
一
〇
）
は
（
15
）ａ
～
ｃ
の
よ
う
に
、

不
自
然
で
あ
る
、
少
な
く
と
も
許
容
度
が
低
い
と
反
論
し
た
。

（
14
）ａ　

官
房
長
官
は
首
相
が
明
日
付
け
で
辞
任
す
る
こ
と
を
明
後
日
公
式
発
表

す
る
（
よ
う
で
す
）。（
＝（
８
）ａ
）

　
　

ｂ　

彼
は
来
月
結
婚
す
る
こ
と
を
、
結
婚
後
も
ひ
た
隠
し
に
す
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
（
＝（
８
）ｂ
）

　
　
ｃ　

花
子
が
明
日
日
本
を
出
発
す
る
こ
と
を
、
太
郎
は
出
発
後
に
知
る
だ
ろ
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う
。（
＝（
８
）ｃ
）

（
15
）ａ
??
新
聞
は
、
小
川
議
員
が
二
時
間
後
に
逮
捕
さ
れ
る
こ
と
を
あ
さ
っ
て
報

道
す
る
ら
し
い
。（
＝（
９
）ａ
）

　
　

ｂ

??
官
房
長
官
は
首
相
が
数
分
後
に
辞
意
を
表
明
す
る
こ
と
を
あ
し
た
発
表

す
る
ら
し
い
。（
＝（
９
）ｂ
）

　
　
ｃ

??
花
子
が
今
か
ら
三
十
分
後
の
飛
行
機
で
出
発
す
る
こ
と
を
、
太
郎
は
出

発
後
に
知
る
だ
ろ
う
。（
＝（
９
）ｃ
）

こ
れ
も
、
同
格
連
体
節
を
含
む
文
に
お
け
る
主
節
に
対
す
る
従
属
節
の
従
属
度

が
必
ず
し
も
高
く
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
了
解
で
き
る
。
す
な
わ
ち
従

属
節
の
事
態
が
主
節
の
主
格
の
認
識
を
越
え
た
客
観
的
事
実
で
あ
る
と
了
解
す
れ

ば
許
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
あ
く
ま
で
主
節
の
主
格
の
認
識
内
容
で
あ
る
と
了

解
す
れ
ば
許
容
度
が
低
く
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、
タ
／
タ
で
主
節
→
従
属
節
→
発
話
時
を
表
わ
す
場
合
と
、
Φ

／
Φ
で
発
話
時
→
従
属
節
→
主
節
を
表
わ
す
場
合
と
で
は
、
従
属
度
が
前
者
の
方

が
後
者
よ
り
高
い
（
す
な
わ
ち
許
容
度
が
低
い
）
と
い
う
程
度
差
が
生
ず
る
（
よ

う
に
見
え
る
）
の
は
ど
う
し
て
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
前
者
の
場
合
、
従
属

節
の
事
態
を
客
観
的
事
実
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
が
少
な
い
の
に
対
し
て
、
後
者

の
場
合
に
は
、
未
来
の
こ
と
で
あ
っ
て
も
す
で
に
確
定
し
た
客
観
的
事
実
と
し
て

提
示
す
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

２
・
４　

他
の
解
釈
の
可
能
性

こ
こ
で
岩
崎
（
一
九
九
八
・
四
）
な
ど
に
お
い
て
、
相
対
テ
ン
ス
を
〝
主
節
時

視
点
0

0

〟、
絶
対
テ
ン
ス
を
〝
発
話
時
視
点
0

0

〟
と
、〝
視
点
〟
と
い
う
術
語
を
用
い
た

こ
と
に
関
し
て
検
討
を
加
え
た
い
。〝
視
点
〟
は
大
江
（
一
九
七
五
・
一
一
）、
久

野
（
一
九
七
八
・
一
二
）
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
語
文
法
研
究
の
中
で
、
独
自
の

研
究
領
域
を
構
成
し
て
お
り
、
井
島
（
一
九
九
二
・
三
）
で
も
論
じ
た
こ
と
で
あ

る
。ち

な
み
に
ユ
ク
／
ク
ル
の
使
い
分
け
は
、
到
着
時
ま
た
は
発
話
時
に
お
い
て
視

点
が
着
点
に
あ
る
場
合
に
ク
ル
が
用
い
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
ユ
ク
が
用
い

ら
れ
る
。
そ
し
て
移
動
の
着
点
が
主
節
主
格
の
人
物
で
あ
る
と
き
に
、
補
節
が
過

去
の
場
合
と
未
来
の
場
合
と
を
比
較
す
る
と
、
前
者
は
ユ
ク
／
ク
ル
が
と
も
に
用

い
ら
れ
る
（
図
表
四
―
ａ
）
の
に
対
し
て
、
後
者
は
ク
ル
は
用
い
ら
れ
る
が
ユ
ク

は
用
い
ら
れ
な
い
（
図
表
四
―
ｂ
）。

（
16
）ａ　

昨
日
太
郎
が
花
子
の
家
に
｛
行
っ
た
／
来
た
｝
と
花
子
が
言
っ
て
い

た
。

　
　

ｂ　

明
日
太
郎
が
花
子
の
家
に
｛
＊
行
く
／
来
る
｝
と
花
子
が
言
っ
て
い
た
。

こ
こ
で
、
ク
ル
が
用
い
ら
れ
る
と
き
、
視
点
は
主
節
主
格
人
物
に
置
か
れ
て
お

り
、
ユ
ク
が
用
い
ら
れ
る
と
き
、
視
点
は
言
外
の
話
し
手
に
置
か
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
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×

四―ａ　過去の事態 四―ｂ　未来の事態

す
な
わ
ち
、
従
属
節
が
過
去
の
場
合
に
主
節
主
格
視
点
と
も
話
し
手
視
点
と
も

了
解
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
従
属
節
が
未
来
の
場
合
に
は
主
節
主
格
視
点
と
し
か

了
解
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
従
属
節
（
補
節
）
の
内
容
は
主
節

主
格
人
物
の
発
話
内
容
で
あ
り
、
そ
の
心
的
世
界
の
中
の
事
態
で
あ
る
の
で
主
節

主
格
視
点
が
と
ら
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
従
属
節
が
過
去
の
場
合
に
は

す
で
に
実
現
し
た
事
態
で
あ
る
の
で
、
話
し
手
も
介
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
話

し
手
視
点
も
と
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
解
釈
さ
れ
る
。

さ
て
、
同
格
連
体
節
を
含
む
文
に
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
の
仕
組
み
が
働
い
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
相
対
テ
ン
ス
が
主
節
時
を
基
準
に
し
て
従
属
節
の
時

間
的
前
後
関
係
を
表
わ
す
と
い
う
こ
と
と
、
視
点
表
現
に
お
い
て
主
節
の
主
格
人

物
の
視
点
を
と
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
絶
対
テ
ン
ス
が
発
話
時
を
基

準
に
し
て
従
属
節
の
時
間
的
前
後
関
係
を
表
わ
す
と
い
う
こ
と
と
、
視
点
表
現
に

お
い
て
言
外
の
話
し
手
の
視
点
を
と
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
並
行
的
で

あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
視
点
表
現
に
お
い
て
、
主
節
の
主
格
、
話
し
手

の
ど
ち
ら
の
視
点
も
と
り
う
る
の
は
、
従
属
節
事
態
が
事
実
と
し
て
確
定
し
た
過

去
の
事
態
に
関
し
て
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
同
格
連
体
節
を
含
む
文
に
お

い
て
、
主
節
を
基
準
に
と
る
こ
と
（
相
対
テ
ン
ス
）
も
発
話
時
を
基
準
に
と
る
こ

と
（
絶
対
テ
ン
ス
）
も
可
能
で
あ
る
の
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
未
来
の
事
態
の

方
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
同
格
連
体
節
を
含
む
文
の
振
る
舞
い
を
〝
主
節

時
視
点
0

0

〟
と
呼
ぶ
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
と
結
論
付
け
ざ
る
を
え
な
い
。
と
は
い

え
岩
崎
（
一
九
九
八
・
四
）
は
、〝
視
点
〟
と
い
う
術
語
を
視
点
理
論
全
体
を
見

通
し
て
用
い
た
わ
け
な
の
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
同
様
に
問
題
に
な
る
の
が
、
話
法
に
関
す
る
点
で
あ
る
。（
17
）ａ
の
直
接

話
法
は
、
間
接
話
法
に
す
る
と
（
17
）ｂ
の
よ
う
に
な
る
。

（
17
）ａ　
「
昨
日
私
は
こ
こ
か
ら
山
田
に
電
話
を
掛
け
ま
し
た
よ
」
と
三
日
前
に

佐
藤
が
言
っ
た
。

　
　

ｂ　

四
日
前
に
佐
藤
が
佐
藤
の
自
宅
か
ら
山
田
に
電
話
を
掛
け
た
と
、
三
日

前
に
佐
藤
が
言
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
ダ
イ
ク
シ
ス
に
関
わ
っ
て
、
人
称
は
一
人
称
「
私
」
か
ら
三
人
称

「
佐
藤
」
に
、
場
所
は
「
こ
こ
」
か
ら
「
佐
藤
の
自
宅
」
に
、
時
間
副
詞
は
「
昨
日
」

か
ら
「
四
日
前
」
に
変
換
さ
れ
、
丁
寧
語
「
ま
す
」
や
終
助
詞
「
よ
」
は
削
除
さ
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れ
る
。

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
テ
ン
ス
が
変
換
さ
れ
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

（
18
）ａ　
「
明
日
私
は
こ
こ
か
ら
山
田
に
電
話
を
掛
け
ま
す
ね
」
と
三
日
前
に
佐

藤
が
言
っ
た
。

　
　

ｂ　

二
日
前
に
佐
藤
が
佐
藤
の
自
宅
か
ら
山
田
に
電
話
を
｛
掛
け
る
／
＃
掛

け
た
｝
と
、
三
日
前
に
佐
藤
が
言
っ
た
。

主
節
→
従
属
節
→
発
話
時
の
場
合
、
主
節
時
点
で
は
ま
だ
従
属
節
事
態
は
成
立

し
て
い
な
い
の
で
、
タ
は
用
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、
Φ
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

要
す
る
に
、
テ
ン
ス
が
変
換
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
話
法
に
よ
っ
て
テ
ン
ス
が

影
響
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

２
・
５　

個
別
的
分
析

こ
れ
ま
で
に
す
で
に
問
題
と
な
る
こ
と
は
検
討
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
従
属

節
・
主
節
の
タ
の
有
無
、
従
属
節
・
主
節
・
発
話
時
の
時
間
的
前
後
関
係
を
通
し

て
、
そ
の
全
体
像
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

○
タ
／
タ

・
従
属
節
→
主
節
→
発
話
時
の
場
合

　

絶
対
テ
ン
ス
、
相
対
テ
ン
ス
と
も
に
可
能
で
あ
る
。

（
19
）ａ　

首
相
が
辞
任
し
た
こ
と
が
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
た
。

　
　

ｂ　

昨
夜
首
相
が
辞
任
し
た
こ
と
が
今
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
た
。

　
　
ｃ　

前
夜
首
相
が
辞
任
し
た
こ
と
が
翌
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
た
。

・
主
節
→
従
属
節
→
発
話
時
の
場
合

従
属
節
が
主
節
の
後
で
あ
る
か
ら
、
相
対
テ
ン
ス
の
解
釈
は
不
可
能
で
あ
る

が
、
絶
対
テ
ン
ス
の
解
釈
も
極
め
て
難
し
い
。
こ
の
時
間
的
前
後
関
係
は
、
Φ
／

タ
に
お
い
て
相
対
テ
ン
ス
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。

（
20
）ａ　



容
疑
者
は
翌
日
強
制
捜
査
が
｛
行
わ
れ
る
／
＊
行
わ
れ
た
｝
こ
と
を
、

捜
査
の
前
日
に
聞
い
た
（
ら
し
い
）。

　
　

a’　



容
疑
者
は
昨
日
強
制
捜
査
が
｛
??
行
わ
れ
る
／
＊
行
わ
れ
た
｝
こ
と

を
、
一
昨
日
聞
い
た
（
ら
し
い
）。

　
　

ｂ　

山
本
は
翌
月
｛
結
婚
す
る
／
＊
結
婚
し
た
｝
こ
と
を
、
結
婚
す
る
ま
で

ひ
た
隠
し
に
し
て
い
た
。

　
　

b’　



山
本
は
先
月
｛
??
結
婚
す
る
／
＊
結
婚
し
た
｝
こ
と
を
、
結
婚
す
る

ま
で
ひ
た
隠
し
に
し
て
い
た
。

た
だ
し
、
先
に
も
見
た
よ
う
に
、
従
属
節
事
態
が
主
節
主
語
人
物
を
離
れ
た
客

観
的
内
容
で
あ
れ
ば
許
容
度
が
大
き
く
な
る
。

○
φ
／
φ

・
発
話
時
→
主
節
→
従
属
節
の
場
合

　

絶
対
テ
ン
ス
、
相
対
テ
ン
ス
と
も
に
可
能
で
あ
る
。

（
21
）　

二
年
後
日
本
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
日

本
の
景
気
回
復
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
だ
ろ
う
。

・
発
話
時
→
従
属
節
→
主
節
の
場
合

従
属
節
が
先
で
あ
る
こ
と
か
ら
相
対
テ
ン
ス
と
は
解
釈
で
き
な
い
。
た
だ
し
絶

対
テ
ン
ス
解
釈
も
不
自
然
さ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
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（
22
）ａ

？
官
房
長
官
は
首
相
が
明
日
付
で
辞
任
す
る
こ
と
を
明
後
日
公
式
公
表
す

る
（
だ
ろ
う
）。

　
　

ｂ
？
彼
は
来
月
結
婚
す
る
こ
と
を
、
結
婚
後
も
ひ
た
隠
し
に
す
る
だ
ろ
う
。

　
　
ｃ
？
花
子
が
明
日
日
本
を
出
発
す
る
こ
と
を
、
太
郎
は
出
発
後
に
知
る
だ
ろ

う
。

○
タ
／
φ

・
発
話
時
→
従
属
節
→
主
節
の
場
合

従
属
節
は
未
来
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
タ
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
相

対
テ
ン
ス
と
し
か
解
釈
で
き
な
い
。

（
23
）ａ　

今
後
彼
女
と
別
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
彼
女
と
別
れ
た
こ
と
を
彼
は

き
っ
と
後
悔
す
る
だ
ろ
う
。

　
　

ｂ　

こ
れ
か
ら
深
海
二
千
メ
ー
ト
ル
ま
で
潜
行
す
る
が
、
圧
力
が
高
ま
っ
た

こ
と
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

・
従
属
節
→
発
話
時
→
主
節
の
場
合

絶
対
テ
ン
ス
、
相
対
テ
ン
ス
と
も
に
可
能
で
あ
る
。

（
24
）ａ　

大
綱
を
米
側
が
評
価
す
る
方
向
に
転
じ
た
こ
と
は
日
本
国
内
の
防
衛
論

議
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
よ
う
。

　
　

ｂ　

内
閣
が
総
辞
職
し
た
こ
と
は
政
局
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。

　
　
ｃ　

物
価
が
大
き
く
上
が
っ
た
こ
と
は
国
民
生
活
を
逼
迫
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

○
φ
／
タ

・
主
節
→
従
属
節
→
発
話
時
の
場
合

従
属
節
が
過
去
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
Φ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
相
対
テ

ン
ス
の
解
釈
し
か
で
き
な
い
。

（
25
）ａ　

私
は
花
子
か
ら
翌
週
旅
行
す
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ
た
。

　
　

ｂ　

翌
日
か
ら
大
寒
波
が
日
本
列
島
を
覆
う
こ
と
が
人
々
を
恐
れ
さ
せ
た
。

・
主
節
→
発
話
時
→
従
属
節
の
場
合

こ
ち
ら
は
絶
対
テ
ン
ス
、
相
対
テ
ン
ス
の
両
方
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。

（
26
）ａ　

今
後
一
層
少
子
化
が
進
む
こ
と
が
政
府
内
で
検
討
さ
れ
た
。

　
　

ｂ　

夫
婦
に
は
二
人
以
上
の
子
供
を
も
う
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

　

以
上
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
表
の
よ
う
に
な
る
（
図
表
五
）。

図
表
五形

態

意　
　

味

絶
対
テ
ン
ス

相
対
テ
ン
ス

タ
の
有
無

従
属
節
・
主
節
・
発
話
時

タ
／
タ

従
属
節
→
主
節
→
発
話
時

○

○

主
節
→
従
属
節
→
発
話
時

??

×

φ
／
φ

発
話
時
→
従
属
節
→
主
節

?

×

発
話
時
→
主
節
→
従
属
節

○

○

タ
／
φ

発
話
時
→
従
属
節
→
主
節

×

○

従
属
節
→
発
話
時
→
主
節

○

○

φ
／
タ

主
節
→
従
属
節
→
発
話
時

×

○

主
節
→
発
話
時
→
従
属
節

○

○

こ
こ
で
、
同
一
名
詞
連
体
節
を
含
む
文
と
同
様
な
、
絶
対
テ
ン
ス
・
相
対
テ
ン

ス
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
認
め
る
限
り
、
可
能
な
時
間
表
現
に
対
し
て
、
タ
／
タ
で

主
節
→
従
属
節
→
発
話
時
の
箇
所
と
、
Φ
／
Φ
で
発
話
時
→
従
属
節
→
主
節
の
箇
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所
が
、
不
可
能
で
は
な
い
と
し
て
も
若
干
不
自
然
と
い
う
結
論
が
得
ら
れ
た
。
こ

の
こ
と
は
、
主
節
→
従
属
節
→
発
話
時
と
い
う
時
間
的
前
後
関
係
に
関
し
て
は
、

同
一
名
詞
連
体
節
を
含
む
文
で
は
、
タ
／
タ
も
Φ
／
タ
も
可
能
で
あ
っ
た
も
の

が
、
同
格
連
体
節
を
含
む
文
で
は
、
Φ
／
タ
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
発
話
時

→
従
属
節
→
主
節
と
い
う
時
間
的
前
後
関
係
に
関
し
て
は
、
Φ
／
Φ
も
タ
／
Φ
も

可
能
で
あ
っ
た
も
の
が
タ
／
Φ
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
形

態
と
そ
の
意
味
解
釈
と
が
一
対
一
に
対
応
す
る
働
き
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
表
現
の
意
味
解
釈
上
、
有
益
な
制
約
で
あ
る
と
言
う
こ
と
も
で
き

る
。

３　

引
用
節
を
含
む
文
の
テ
ン
ス

３
・
１　

引
用
節
を
含
む
文
の
特
徴

引
用
節
を
含
む
文
の
テ
ン
ス
の
あ
り
か
た
は
、
同
格
連
体
節
を
含
む
文
の
テ
ン

ス
の
あ
り
方
と
お
よ
そ
共
通
す
る
。
す
な
わ
ち
、
同
格
連
体
節
も
引
用
節
も
、
主

節
の
認
識
動
詞
の
補
節
と
し
て
働
く
の
で
、
従
属
節
が
主
節
よ
り
も
以
前
で
あ
る

か
以
後
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
タ
・
Φ
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
若
干
の
相
違
点
も
存
在
す
る
。
タ
・
Φ
の
使
い
分
け
が
、
主
節
に
対
し
て

従
属
節
の
時
間
的
前
後
関
係
と
対
応
し
な
い
、
タ
／
タ
で
主
節
→
従
属
節
→
発
話

時
の
場
合
と
、
Φ
／
Φ
で
発
話
時
→
従
属
節
→
主
節
の
場
合
と
は
、
同
格
連
体
節

を
含
む
文
よ
り
も
許
容
度
が
低
く
、
お
よ
そ
不
可
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き

る
。

ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
に
関
し
て
は
、
二
つ
の
要
因
が
考
え

ら
れ
る
。
一
つ
は
同
格
連
体
節
は
主
節
に
対
し
て
従
属
は
し
て
い
て
も
、
あ
る
程

度
の
独
立
性
を
持
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
従
属
節
内
容
が
主
節
主
格
人
物
の
認

識
を
越
え
て
、
外
的
世
界
に
お
い
て
〝
客
観
的
〟
事
実
と
了
解
さ
れ
る
場
合
、
先

の
制
約
が
必
ず
し
も
働
か
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
引
用
節
は
明

ら
か
に
主
節
の
認
識
動
詞
の
補
節
で
あ
る
の
で
、
従
属
節
は
主
節
に
対
し
て
完
全

に
従
属
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
の
要
因
も
そ
れ
と
無
関
係
な
こ
と
で
は
な
い
。
か
つ
て
ト
、
コ
ト
ガ

／
ヲ
、
ノ
ガ
／
ヲ
が
と
も
に
「
補
節
標
識
（
補
文
標
識
）」
と
呼
ば
れ
て
比
較
検

討
さ
れ
て
い
た
時
、
細
部
は
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
戦
わ
さ
れ
た
が
、
コ
ト
節
は
客

観
的
事
実
を
表
わ
す
の
に
対
し
て
、
ト
節
は
認
識
動
詞
の
主
格
人
物
の
認
識
内
容

を
表
わ
し
て
お
り
、
そ
れ
は
客
観
的
事
実
と
一
致
す
る
必
要
は
な
い
と
論
じ
ら
れ

た
。
こ
の
点
か
ら
も
、
同
格
連
体
節
（
＝
コ
ト
節
）
に
対
し
て
、
引
用
節
（
＝
ト

節
）
は
認
識
動
詞
の
主
格
人
物
の
認
識
内
容
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
主
節
に
対
す

る
従
属
度
が
高
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

３
・
２　

個
別
的
分
析

以
上
の
議
論
も
踏
ま
え
て
、
引
用
節
を
含
む
文
の
テ
ン
ス
の
全
体
像
を
確
認
し

て
お
き
た
い
。

○
タ
／
タ

・
従
属
節
→
主
節
→
発
話
時
の
場
合
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絶
対
テ
ン
ス
、
相
対
テ
ン
ス
と
も
に
可
能
で
あ
る
。

（
27
）ａ　

昨
日
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
た
と
報
道
さ
れ
た
。

　
　

ｂ　

二
月
二
五
日
、
前
日
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
た
と
報
道
さ
れ
た
。

・
主
節
→
従
属
節
→
発
話
時
の
場
合

　

絶
対
テ
ン
ス
、
相
対
テ
ン
ス
と
も
に
不
可
能
で
、
そ
の
よ
う
な
表
現
は
Φ
／
タ

と
な
る
。

（
28
）ａ　

二
月
二
三
日
、
翌
日
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
｛
＊
侵
攻
し
た
／
侵
攻

す
る
｝
と
報
道
さ
れ
た
。

　
　

ｂ　

年
末
年
始
に
は
コ
ロ
ナ
が
｛
＊
急
拡
大
し
た
／
急
拡
大
す
る
｝
と
予
想

さ
れ
た
。

○
Φ
／
Φ

・
発
話
時
→
従
属
節
→
主
節
の
場
合

　

絶
対
テ
ン
ス
、
相
対
テ
ン
ス
と
も
に
不
可
能
。

（
29
）ａ
＊
山
田
は
明
日
東
京
に
行
く
と
、
明
後
日
田
中
に
伝
え
る
つ
も
り
だ
。

　
　

ｂ

＊
白
鳥
は
春
に
北
に
帰
る
と
、
そ
の
後
で
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
る
だ
ろ

う
。

・
発
話
時
→
主
節
→
従
属
節
の
場
合

　

絶
対
テ
ン
ス
、
相
対
テ
ン
ス
と
も
に
可
能
。

（
30
）ａ　

山
田
は
明
後
日
東
京
に
行
く
と
、
明
日
田
中
に
伝
え
る
つ
も
り
だ
。

　
　

ｂ　

年
末
年
始
に
コ
ロ
ナ
が
急
拡
大
す
る
と
、
医
療
従
事
者
は
予
想
を
立
て

る
だ
ろ
う
。

○
タ
／
Φ

・
発
話
時
→
従
属
節
→
主
節
の
場
合

　

従
属
節
が
未
来
の
事
態
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
タ
が
用
い
ら
れ
る
の
で
、
相
対

テ
ン
ス
し
か
な
い
。

（
31
）ａ　

お
子
さ
ん
が
帰
宅
し
た
ら
、
無
事
に
帰
宅
し
た
と
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ｂ　

年
明
け
に
は
、
物
価
が
急
騰
し
た
と
、
国
民
は
悲
鳴
を
上
げ
る
だ
ろ
う
。

・
従
属
節
→
発
話
時
→
主
節
の
場
合

　

絶
対
テ
ン
ス
、
相
対
テ
ン
ス
と
も
に
可
能
で
あ
る
。

（
32
）ａ　

田
中
が
昨
日
遊
び
に
来
た
と
明
日
山
田
に
伝
え
よ
う
。

　
　

ｂ　

週
末
に
家
族
が
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
と
週
明
け
に
仕
事
場
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

○
Φ
／
タ

・
主
節
→
従
属
節
→
発
話
時
の
場
合

　

従
属
節
が
過
去
の
事
態
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
Φ
が
用
い
ら
れ
る
の
で
、
相
対

テ
ン
ス
し
か
な
い
。

（
33
）ａ　

二
月
二
三
日
、
翌
日
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
す
る
と
報
道
さ
れ

た
。

　
　

ｂ　

年
末
年
始
に
は
コ
ロ
ナ
が
急
拡
大
す
る
と
予
想
さ
れ
た
。

・
主
節
→
発
話
時
→
従
属
節
の
場
合

　

絶
対
テ
ン
ス
、
相
対
テ
ン
ス
と
も
に
可
能
で
あ
る
。

（
34
）ａ　

佐
藤
は
三
日
で
帰
っ
て
く
る
と
家
族
に
誓
っ
た
。

　
　

ｂ　

来
週
に
は
寒
波
が
襲
来
す
る
と
予
報
が
出
さ
れ
た
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
表
の
よ
う
に
な
る(

図
表
六
）。
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図
表
六形

態

意　
　

味

絶
対
テ
ン
ス

相
対
テ
ン
ス

タ
の
有
無

従
属
節
・
主
節
・
発
話
時

タ
／
タ

従
属
節
→
主
節
→
発
話
時

○

○

主
節
→
従
属
節
→
発
話
時

×

×

φ
／
φ

発
話
時
→
従
属
節
→
主
節

×

×

発
話
時
→
主
節
→
従
属
節

○

○

タ
／
φ

発
話
時
→
従
属
節
→
主
節

×

○

従
属
節
→
発
話
時
→
主
節

○

○

φ
／
タ

主
節
→
従
属
節
→
発
話
時

×

○

主
節
→
発
話
時
→
従
属
節

○

○

井
島
（
二
〇
二
一
・
三
）
で
は
、
同
一
名
詞
連
体
節
を
含
む
文
に
関
し
て
、
主

節
→
従
属
節
→
発
話
時
と
い
う
時
間
関
係
を
表
わ
す
も
の
に
タ
／
タ
と
Φ
／
タ
と

が
あ
り
、
発
話
時
→
従
属
節
→
主
節
と
い
う
時
間
関
係
を
表
わ
す
も
の
に
Φ
／
Φ

と
タ
／
Φ
と
が
あ
る
が
、
タ
／
タ
と
Φ
／
タ
と
に
は
外
観
的
・
内
観
的
と
い
う
意

味
の
違
い
が
あ
り
、
Φ
／
Φ
と
タ
／
Φ
と
に
は
既
特
定
・
未
特
定
と
い
う
意
味
の

違
い
が
あ
っ
て
、
置
き
換
え
で
き
な
い
こ
と
を
論
じ
た
。

ま
た
井
島
（
二
〇
二
二
・
三
）
で
は
、
順
接
仮
定
条
件
節
を
含
む
文
に
関
し
て

も
、
同
様
の
事
態
が
生
じ
、
タ
／
タ
と
Φ
／
タ
と
は
、
同
一
名
詞
連
体
節
を
含
む

文
と
同
じ
く
、
外
観
的
・
内
観
的
と
い
う
意
味
の
違
い
が
あ
っ
て
置
き
換
え
で
き

な
い
が
、
Φ
／
Φ
と
タ
／
φ
と
は
ほ
と
ん
ど
意
味
の
違
い
が
中
和
し
て
、
置
き
換

え
可
能
で
あ
る
（
後
の
こ
と
は
田
野
村
（
一
九
九
〇
・
一
）
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
）

こ
と
を
見
た
。

そ
れ
ら
と
比
べ
る
と
、
引
用
節
を
含
む
文
の
場
合
は
、
主
節
→
従
属
節
→
発
話

時
と
い
う
時
間
関
係
を
表
わ
す
も
の
に
は
Φ
／
タ
し
か
な
く
、
発
話
時
→
従
属
節

→
主
節
と
い
う
時
間
関
係
を
表
わ
す
も
の
に
は
タ
／
Φ
し
か
な
い
こ
と
に
な
り
、

意
味
解
釈
に
誤
解
が
生
じ
に
く
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
そ
れ
に
伴
っ
て
、
タ
／
タ

は
従
属
節
→
主
節
→
発
話
時
と
い
う
時
間
関
係
に
限
ら
れ
、
Φ
／
Φ
も
発
話
時
→

主
節
→
従
属
節
と
い
う
時
間
関
係
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
ち
ら
も
意
味
解

釈
に
誤
解
が
生
じ
に
く
い
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
ま
で
解
釈
の
便
宜
と
い
う
観
点
で
論
じ
て
き
た
が
、
勿
論
引
用
節
を
含
む

文
の
テ
ン
ス
の
仕
組
み
は
解
釈
の
便
宜
の
た
め
に
成
り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
制
約
に
よ
っ
て
こ
の
表
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
確
か
に
太
枠
に
見
る
よ
う
に
、
タ
／
タ
も
Φ
／
Φ
も
、
同
一
名
詞
連
体

節
を
含
む
文
と
比
べ
て
、
同
格
連
体
節
を
含
む
文
は
絶
対
テ
ン
ス
の
部
分
が
欠
落

し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
岩
崎
（
一
九
九
八
・
四
）
が
論
じ
る
よ
う
に
、
同
格
連
体

節
す
べ
て
が
絶
対
テ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は
な
さ

そ
う
で
あ
る
（
と
は
い
う
も
の
の
、
こ
の
二
箇
所
の
絶
対
テ
ン
ス
が
×
に
な
る
と
、

相
対
テ
ン
ス
の
み
を
表
わ
す
も
の
は
あ
る
が
、
絶
対
テ
ン
ス
の
み
を
表
わ
す
も
の

は
な
く
な
る
）。

そ
れ
以
外
に
こ
の
表
に
一
貫
し
て
見
出
さ
れ
る
特
徴
を
探
し
て
み
る
と
、
従
属

節
が
タ
で
あ
る
と
こ
ろ
は
す
べ
て
従
属
節
→
主
節
と
な
っ
て
お
り
、
×
印
の
付
い

た
箇
所
の
み
が
主
節
→
従
属
節
で
あ
っ
た
。
ま
た
従
属
節
が
Φ
で
あ
る
と
こ
ろ
は

す
べ
て
主
節
→
従
属
節
と
な
っ
て
お
り
、
×
印
の
付
い
た
箇
所
の
み
が
従
属
節
→

主
節
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
引
用
節
を
含
む
文
に
お
い
て
は
、
従
属
節
の
タ
は
主
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節
は
従
属
節
以
後
、
従
属
節
の
Φ
は
主
節
は
従
属
節
以
前
で
あ
る
こ
と
を
一
貫
し

て
表
わ
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
主
節
を
基
準
と
し
て
言
い
換
え
れ
ば
、
従
属
節

が
タ
で
あ
れ
ば
主
節
以
前
、
従
属
節
が
Φ
で
あ
れ
ば
主
節
以
後
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

４　

補
論

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
複
文
の
テ
ン
ス
に
関
し
て
検
討
を
加
え
て
き

た
。
す
な
わ
ち
、
同
一
名
詞
連
体
節
を
含
む
文
、
順
接
確
定
条
件
文
、
逆
接
確
定

条
件
文
、
順
接
仮
定
条
件
文
、
逆
接
仮
定
条
件
文
、
そ
し
て
本
稿
で
扱
っ
た
同
格

連
体
節
あ
る
い
は
引
用
節
を
含
む
文
で
あ
る
。

そ
の
中
で
同
じ
時
間
的
前
後
関
係
と
な
る
文
、
す
な
わ
ち
主
節
→
従
属
節
→
発

話
時
を
表
わ
す
タ
／
タ
お
よ
び
Φ
／
タ
の
文
、
そ
し
て
発
話
時
→
従
属
節
→
主
節

を
表
わ
す
Φ
／
Φ
お
よ
び
タ
／
Φ
の
文
に
関
し
て
、
こ
れ
ら
の
複
文
相
互
に
興
味

深
い
相
違
が
見
ら
れ
る
。
最
後
に
こ
の
点
に
関
し
て
ま
と
め
て
通
観
し
て
お
き
た

い
。ま

ず
、
主
節
→
従
属
節
→
発
話
時
を
表
わ
す
タ
／
タ
お
よ
び
Φ
／
タ
の
文
に
関

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
複
文
の
現
わ
れ
方
を
見
て
い
き
た
い
。

同
一
名
詞
連
体
節
を
含
む
文
に
お
い
て
は
、
タ
／
タ
も
Φ
／
タ
も
と
も
に
可
能

で
あ
っ
た
が
、
同
じ
時
間
関
係
を
表
わ
す
に
も
拘
わ
ら
ず
、
置
き
換
え
は
不
可
能

で
あ
っ
た
。
な
ぜ
置
き
換
え
が
不
可
能
で
あ
る
の
か
を
考
え
て
み
る
と
、
こ
こ
に

は
「
外
観
的
／
内
観
的
」
と
い
う
意
味
の
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
た
。
す
な
わ
ち
、
タ
／
タ
の
場
合
は
、
生
起
し
た
時
間
的
順
序
は
逆
で
あ
る
が
、

実
際
に
起
き
た
ま
ま
の
事
態
を
〝
客
観
的
〟
に
並
べ
た
「
外
観
的
」
表
現
で
あ
り
、

Φ
／
タ
の
場
合
は
、
当
事
者
の
観
点
か
ら
、
そ
の
動
機
と
そ
れ
に
対
し
て
行
っ
た

行
為
を
述
べ
る
「
内
観
的
」
表
現
が
用
い
ら
れ
る
。

（
35
）ａ　

越
前
海
岸
で
自
殺
し
た
女
性
は
、
そ
こ
へ
行
く
の
に
タ
ク
シ
ー
を
使
っ

た
。

　
　

ｂ　

き
の
う
強
制
捜
査
を
行
っ
た
検
察
官
と
、
容
疑
者
は
お
と
と
い
会
っ

た
。

（
36
）ａ　

生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
服
を
買
っ
た
ん
で
す
。

　
　

ｂ　

大
学
院
を
受
験
す
る
人
は
、
締
め
切
り
時
点
で
十
二
名
い
た
。

次
に
順
接
確
定
条
件
文
に
お
い
て
は
、
タ
／
タ
の
文
は
成
立
せ
ず
Φ
／
タ
の
文

の
み
が
成
り
立
っ
た
。
そ
れ
は
タ
／
タ
の
文
に
は
〝
原
因
が
結
果
に
先
行
す
る
〟

原
則
か
ら
、
従
属
節
→
主
節
と
い
う
順
序
が
要
求
さ
れ
る
が
、
そ
れ
と
矛
盾
す
る

か
ら
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
主
節
→
従
属
節
→
発
話
時
を
表
わ
す
た
め
に
は
、

Φ
／
タ
と
い
う
文
し
か
許
容
さ
れ
な
い
。
こ
こ
で
用
い
ら
れ
る
の
も
、「
内
観
的
」

表
現
、
す
な
わ
ち
従
属
節
で
動
機
を
示
し
、
主
節
で
行
為
を
表
わ
す
「
動
機
‐
行

為
関
係
」
の
表
現
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
属
節
事
態
そ
の
も
の
は
主
節
事
態
の

後
で
成
立
し
て
も
、〝
従
属
節
認
識
時
〟
は
主
節
よ
り
前
で
も
あ
り
え
た
。

（
37
）ａ　

先
週
、
子
供
が
生
ま
れ
る
の
で
、
そ
の
服
を
買
い
に
行
っ
た
。

　
　

ｂ　

先
週
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
場
す
る
の
で
、
充
分
練
習
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
逆
接
確
定
条
件
文
に
お
い
て
は
、
タ
／
タ
も
Φ
／
タ
も
と
も
に

可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
逆
接
確
定
条
件
文
に
は
〝
原
因
が
結
果
に
先
行
す
る
〟
原

則
が
働
か
な
い
、
あ
る
い
は
そ
の
原
則
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
表
現
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で
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
も
置
き
換
え
は
で
き
ず
、
こ

こ
に
は
タ
／
タ
に
は
「
外
観
的
」、
Φ
／
タ
に
は
「
内
観
的
」
と
い
っ
た
意
味
が

働
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
38
）ａ　

今
回
の
失
態
は
許
さ
れ
た
が
、
上
司
が
い
ろ
い
ろ
と
手
を
回
し
て
く
れ

た
よ
う
だ
。

　
　

ｂ　

思
い
切
っ
て
高
価
な
古
本
を
買
い
に
行
っ
た
が
、
そ
の
本
は
す
で
に
売

れ
て
い
た
。

（
39
）ａ　

先
月
、
子
供
が
生
ま
れ
る
の
に
、
そ
の
服
を
買
い
に
行
か
な
か
っ
た
。

　
　

ｂ　

先
週
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
場
す
る
の
に
、
あ
ま
り
練
習
し
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
順
接
仮
定
条
件
文
に
お
い
て
も
、
タ
／
タ
も
Φ
／
タ
も
用
い
ら
れ
、
相

互
に
置
き
換
え
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
に
働
い
て
い
る
の
も
、
タ
／
タ
の
場
合

に
は
「
外
観
的
」、
Φ
／
タ
の
場
合
に
は
「
内
観
的
」
な
意
味
特
徴
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

（
40
）ａ　

そ
の
女
性
が
越
前
海
岸
で
自
殺
し
た
（
の
）
な
ら
、
そ
こ
へ
行
く
の
に

タ
ク
シ
ー
を
使
っ
た
は
ず
だ
。

　
　

ｂ　

そ
の
通
り
に
犯
人
の
足
跡
を
見
つ
け
た
（
の
）
な
ら
、
犯
人
は
昨
夜
そ

こ
を
通
っ
た
の
だ
。

（
41
）ａ　

友
達
が
遊
び
に
来
る
（
の
）
な
ら
、
部
屋
を
掃
除
し
て
お
い
た
の
に
。

　
　

ｂ　

テ
レ
ビ
に
出
る
（
の
）
な
ら
、
も
っ
と
綺
麗
に
お
化
粧
し
た
の
に
。

ま
た
逆
接
仮
定
条
件
文
に
お
い
て
も
、
順
接
仮
定
条
件
文
と
同
じ
く
、
タ
／
タ

も
Φ
／
タ
も
と
も
に
用
い
ら
れ
る
が
、
相
互
に
置
き
換
え
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ

こ
に
も
タ
／
タ
の
場
合
に
「
外
観
的
」、
Φ
／
タ
の
場
合
に
「
内
観
的
」
な
意
味

特
徴
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
42
）ａ　

チ
ー
ム
に
感
染
者
が
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
前
に
全
員
ワ
ク
チ
ン
を

打
っ
て
い
た
。

　
　

ｂ　

君
が
否
定
し
た
と
し
て
も
、
山
田
先
生
は
前
人
未
踏
の
業
績
を
あ
げ
ら

れ
た
。

（
43
）ａ　

新
し
い
本
を
書
く
と
し
て
も
、
そ
の
準
備
に
数
ヶ
月
か
か
っ
た
。

　
　

ｂ　

夕
食
を
作
る
と
し
て
も
、
そ
の
日
は
買
い
物
に
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
し
て
同
格
連
体
節
を
含
む
文
に
お
い
て
は
、
従
属
節
の
主
節
に
対
す
る
従
属

度
の
高
低
に
よ
っ
て
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
お
よ
そ
タ
／
タ
は
不
自
然
で
、
Φ
／

タ
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
は
従
属
節
に
用
い
ら
れ
る
タ
は
、
主
節
に
対
し
て
従
属

節
が
前
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

（
44
）ａ　

容
疑
者
は
翌
日
強
制
捜
査
が
｛
??
行
わ
れ
た
／
行
わ
れ
る
｝
こ
と
を
、

捜
査
の
前
日
に
聞
い
た
（
ら
し
い
）。

　
　

ｂ　

山
本
は
翌
月
｛
??
結
婚
し
た
／
結
婚
す
る
｝
こ
と
を
、
結
婚
す
る
ま
で

ひ
た
隠
し
に
し
て
い
た
。

ま
た
引
用
節
を
含
む
文
に
お
い
て
は
、
従
属
節
は
主
節
に
対
し
て
明
ら
か
に
従

属
し
て
い
る
の
で
、
タ
／
タ
は
不
自
然
で
、
Φ
／
タ
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
も
主

節
に
対
し
て
従
属
節
の
前
後
関
係
を
明
示
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
た
。

（
45
）ａ　

二
月
二
三
日
、
翌
日
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
｛
＊
侵
攻
し
た
／
侵
攻

す
る
｝
と
報
道
さ
れ
た
。

　
　

ｂ　

年
末
年
始
に
は
コ
ロ
ナ
が
｛
＊
急
拡
大
し
た
／
急
拡
大
す
る
｝
と
予
想

さ
れ
た
。
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次
に
、
発
話
時
→
従
属
節
→
主
節
を
表
わ
す
Φ
／
Φ
お
よ
び
タ
／
Φ
の
文
に
関

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
複
文
の
現
わ
れ
方
を
見
て
い
き
た
い
。

同
一
名
詞
連
体
節
を
含
む
文
に
お
い
て
は
、
Φ
／
Φ
も
タ
／
Φ
も
ど
ち
ら
も
可

能
で
あ
る
が
、
同
じ
時
間
関
係
を
表
わ
す
に
も
拘
わ
ら
ず
、
置
き
換
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
こ
こ
に
は
意
味
の
相
違
が
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の

場
合
は
「
未
特
定
／
既
特
定
」
と
い
う
意
味
の
違
い
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な

わ
ち
タ
／
Φ
の
場
合
は
、
従
属
節
で
連
体
修
飾
さ
れ
る
底
の
名
詞
は
、
従
属
節
事

態
が
成
立
し
た
時
点
で
特
定
さ
れ
る
（「
未
特
定
」）
が
、
Φ
／
Φ
の
場
合
は
、
従

属
節
事
態
が
成
立
す
る
以
前
に
す
で
に
特
定
さ
れ
て
い
る
（「
既
特
定
」）。

（
46
）ａ　

今
度
転
居
す
る
人
は
、
転
居
後
に
住
民
登
録
を
出
す
ら
し
い
。

　
　

ｂ　

来
週
お
会
い
す
る
先
生
は
、
近
々
大
著
を
出
す
そ
う
だ
。

（
47
）ａ　

来
年
度
優
秀
な
修
論
を
提
出
し
た
人
だ
け
を
博
士
課
程
に
進
級
さ
せ
よ

う
。

　
　

ｂ　

来
週
の
試
験
で
英
語
が
ト
ッ
プ
だ
っ
た
人
を
採
用
し
よ
う
。

順
接
確
定
条
件
文
に
お
い
て
は
、
従
属
節
は
〝
確
定
〟
を
表
わ
し
、
タ
は
過
去

を
表
わ
す
た
め
に
、
タ
／
Φ
の
文
は
成
立
し
な
い
。
つ
ま
り
Φ
／
Φ
の
み
が
成
り

立
つ
こ
と
に
な
る
。
従
属
節
に
Φ
が
用
い
ら
れ
る
場
合
も
〝
確
定
〟
事
態
と
な
る

が
、
そ
の
場
合
は
〝
確
定
見
こ
み
〟
と
い
っ
た
も
の
と
な
り
、
未
来
の
事
態
で
も

よ
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
発
話
時
→
従
属
節
→
主
節
を
表
わ
す
に
は
Φ
／

Φ
し
か
な
い
こ
と
に
な
る
。

（
48
）ａ　

田
中
さ
ん
は
明
後
日
転
居
し
て
く
る
の
で
、
転
居
後
に
住
民
登
録
を
す

る
ら
し
い
。

　
　

ｂ　

ス
ミ
ス
さ
ん
は
明
日
東
京
に
到
着
す
る
の
で
、
そ
れ
か
ら
東
京
を
案
内

し
て
ほ
し
い
そ
う
だ
。

逆
接
確
定
条
件
文
に
お
い
て
も
、
事
情
は
順
接
確
定
条
件
文
と
同
様
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
従
属
節
が
タ
で
あ
る
タ
／
Φ
の
文
は
、
従
属
節
の
タ
が
〝
確
定
〟
し
た

過
去
を
表
わ
す
た
め
に
許
容
さ
れ
ず
、
Φ
／
Φ
の
文
の
み
が
用
い
ら
れ
る
。

（
49
）ａ　

来
月
友
人
が
タ
イ
に
移
住
す
る
が
、
お
別
れ
の
会
は
開
か
れ
な
い
。

　
　

ｂ　

ス
ミ
ス
さ
ん
が
明
日
東
京
に
着
く
が
、
三
度
目
な
の
で
誰
も
迎
え
に
は

行
か
な
い
。

ま
た
、
順
接
仮
定
条
件
文
に
お
い
て
は
、
田
野
村
（
一
九
九
〇
・
一
）
が
示
す

よ
う
に
、
Φ
／
Φ
と
タ
／
Φ
と
は
、
同
一
名
詞
連
体
節
を
含
む
文
の
よ
う
な
「
未

特
定
／
既
特
定
」
と
い
っ
た
意
味
対
立
が
生
ず
る
わ
け
で
も
な
く
、
対
立
は
中
和

し
て
、
ほ
と
ん
ど
意
味
に
違
い
が
な
か
っ
た
。

（
50
）ａ　

来
月
の
末
ま
で
に
通
知
が
｛
来
な
い
な
ら
／
来
な
か
っ
た
な
ら
｝、
そ

れ
は
不
採
用
と
い
う
こ
と
だ
。

　
　

ｂ　

今
後
一
週
間
雨
が
｛
降
ら
な
い
な
ら
／
降
ら
な
か
っ
た
な
ら
｝、
水
不

足
が
深
刻
に
な
る
。

　
　
ｃ　

こ
の
機
会
を
｛
逃
す
な
ら
ば
／
逃
し
た
な
ら
ば
｝、
も
う
死
ぬ
ま
で
ハ

レ
ー
彗
星
は
見
ら
れ
な
い
。

逆
接
仮
定
条
件
文
に
お
い
て
も
、
Φ
／
Φ
の
文
と
タ
／
Φ
の
文
と
は
、
従
属
節

の
Φ
と
タ
と
が
中
和
し
て
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
意
味
を
表
わ
す
こ
と
に
な
る
。

（
51
）ａ　

最
終
的
に
岸
候
補
が
｛
当
選
す
る
／
当
選
し
た
｝
と
し
て
も
、
誰
も
応

援
し
な
い
だ
ろ
う
。



井
島
正
博
　

同
格
連
体
節
あ
る
い
は
引
用
節
を
含
む
文
の
テ
ン
ス

一
三
五

　
　

ｂ　

あ
の
誠
実
な
上
田
が
｛
犯
人
だ
／
犯
人
だ
っ
た
｝
と
し
て
も
、
誰
も

疑
っ
た
り
し
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
ｃ　

あ
ん
ま
り
天
気
が
い
い
の
で
、
雨
が
｛
降
る
／
降
っ
た
｝
と
し
て
も
、

誰
も
傘
は
持
っ
て
き
て
い
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
同
格
連
体
節
を
含
む
文
に
お
い
て
は
、
従
属
節
の
主
節
に
対
す
る
従
属
度

の
高
低
に
よ
っ
て
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
お
よ
そ
Φ
／
Φ
の
許
容
度
は
低
い
。
こ

れ
は
従
属
節
の
Φ
は
主
節
→
従
属
節
を
表
わ
す
と
い
う
原
則
に
反
す
る
か
ら
で
あ

る
。

（
52
）ａ

？
官
房
長
官
は
首
相
が
明
日
付
で
辞
任
す
る
こ
と
を
明
後
日
公
式
公
表
す

る
（
だ
ろ
う
）。

　
　

ｂ
？
彼
は
来
月
結
婚
す
る
こ
と
を
、
結
婚
後
も
ひ
た
隠
し
に
す
る
だ
ろ
う
。

　
　
ｃ

？
花
子
が
明
日
日
本
を
出
発
す
る
こ
と
を
、
太
郎
は
出
発
後
に
知
る
だ
ろ

う
。

引
用
節
を
含
む
文
に
お
い
て
も
、
従
属
節
の
主
節
に
対
す
る
従
属
度
が
高
く
、

同
格
連
体
節
を
含
む
文
と
同
じ
理
由
で
、
Φ
／
Φ
は
不
自
然
で
、
タ
／
Φ
が
用
い

ら
れ
る
。

（
53
）ａ　

お
子
さ
ん
が
帰
宅
し
た
ら
、
無
事
に
｛
帰
宅
し
た
／
＊
帰
宅
す
る
｝
と

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ｂ　

年
明
け
に
は
、
物
価
が
｛
急
騰
し
た
／
＊
急
騰
す
る
｝
と
、
国
民
は
悲

鳴
を
上
げ
る
だ
ろ
う
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
主
節
→
従
属
節
→
発
話
時
を
表
わ
す
タ
／
タ
と
Φ
／

タ
の
文
お
よ
び
、
発
話
時
→
従
属
節
→
主
節
を
表
わ
す
Φ
／
Φ
と
タ
／
Φ
の
文
に

関
し
て
は
、
複
文
の
文
類
型
に
よ
っ
て
独
自
の
表
わ
れ
方
を
す
る
こ
と
を
見
て
き

た
。

お
わ
り
に

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
三
原
（
一
九
九
一
・
三
、
九
二
・
一
一
）
で
〝
視
点
の
原

理
〟
と
呼
ば
れ
て
い
た
現
象
に
関
し
て
、
井
島
（
二
〇
一
九
・
三
）
で
は
そ
れ
は

そ
れ
ま
で
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
独
自
の
〝
原
理
〟
な
の
で
は
な
く
、
絶
対
テ

ン
ス
、
相
対
テ
ン
ス
と
い
う
既
知
の
仕
組
み
か
ら
説
明
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
、
そ

の
論
文
お
よ
び
井
島
（
二
〇
二
一
・
三
）
に
お
い
て
は
同
一
名
詞
連
体
節
を
含
む

文
に
関
し
、
井
島
（
二
〇
二
二
・
五
）
で
は
順
接
確
定
条
件
文
に
関
し
、
井
島
（
二

〇
二
二
・
三
）
で
は
そ
れ
以
外
の
条
件
文
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
テ
ン

ス
の
あ
り
方
を
そ
れ
ぞ
れ
の
文
の
特
徴
か
ら
説
明
し
よ
う
と
試
み
て
き
た
。
本
稿

で
は
、
さ
ら
に
同
格
連
体
節
と
引
用
節
を
含
む
文
に
関
し
て
検
討
し
た
。
こ
れ
以

外
に
複
文
が
存
在
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
相
対
連
体
節
あ
る
い
は
主
要
部
内
在

型
関
係
節
を
含
む
文
な
ど
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
周
辺
的
な
文
類
型
で
あ

り
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
は
避
け
た
い
。
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ

で
複
文
に
お
け
る
テ
ン
ス
に
関
す
る
検
討
は
一
通
り
見
渡
す
こ
と
が
で
き
た
と
考

え
た
い
。

と
は
い
っ
て
も
、
い
ま
だ
複
文
に
お
け
る
ア
ス
ペ
ク
ト
の
解
明
は
不
充
分
で
あ

り
、
特
に
従
属
節
と
主
節
と
が
同
時
で
あ
る
場
合
に
は
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た

内
容
に
関
し
て
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
生
じ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
さ

ら
に
こ
の
よ
う
な
点
に
関
し
て
も
考
察
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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